
日本慢性期医療協会
定例記者会見

日時：平成２８年４月２１日１５：３０～

場所：東京研修センター



現在の日本にて聡明で、ご活躍されておられる方々で、2035年でも日本の中で中心

的な役割を担うであろう、14名の構成員と4人のアドバイザーにより、懇談会は、昨年

27年の2月から6月まで8回開催されてまとめられたものである。非常にレベルの高い、

広範囲であらゆる可能性を想定し、かつ2020年と2035年に具体的に行うべき事項を明

確に指摘されており、私達、医療の現場で働く者にとって、大いなる示唆をあたえてく

れるもので、今後の参考としていきたいと思っている。

ただ1点だけ、とても大切な視点がほとんど記述されていないことに気がついた。

それは言うまでもなく、医療・介護に携わる人材不足についてである。

現在でも一部の特養でも看護・介護人材不足で、施設の一部が利用できない例が出て来

ている。

果たして20年後に保健医療の現場の人材不足はどうなるかを予想し、それに対する対

策を考えてみた。

「保健医療2035提言書」
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年間合格者数

2016年4月 武久洋三作成

看 護 師 約 5 5 , 0 0 0 人 ※ 1

准 看 護 師 約 1 7 , 0 0 0 人 ※ 2

介護福祉士 約 8 8 , 0 0 0 人 ※ 3

計 約 1 6 0 , 0 0 0 人

※1厚生労働省ホームページ（平成28年2月実施 第105回看護師国家試験合格発表結果）より

※3厚生労働省ホームページ（平成28年1月（筆記試験）,3月（実技試験）実施
第105回看護師国家試験合格発表結果）より

※2各都道府県庁ホームページより公開された合格者数を集計。
（未公開の県については、公開されている各都道府県の合格者数の平均値とした）

１．１年で合格する看護師、准看護師の数、介護福祉士の数

これ以外に介護福祉士でない介護職の新入は約10万人はいる。
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参考資料１

厚生労働省 ホームページより 3



参考資料2（平成28年1月～2月実施）平成27年度
准看護師 都道府県別合格者数一覧

都道府県 合格者数
北海道 623
青森 549
秋田 447
岩手 446
山形 591
宮城 1017
福島 856
群馬 335
栃木
埼玉 702
茨城 358
神奈川 420
東京 437
千葉 680
新潟 109
富山 107
石川 97
福井 52
山梨 45
長野 152
岐阜 332
静岡 142
愛知 311
三重 211
奈良

鳥取 130

岡山 158

島根 86

広島 457

山口 490

香川 231

愛媛

高知 251

福岡 1198

大分 515

宮崎 593

佐賀

熊本 677

鹿児島 957

長崎

沖縄 72

京都

978

滋賀

兵庫

大阪

和歌山

徳島

計 15812

←関西広域連合の
６府県での合計

准看護師 合格者数が都道府県庁ホームページ等で

確認することができない県について、

公開されている42都道府県の准看護師合格者数平均を

出し、全国値を推計した。

15,812÷42都道府県＝376

376×5＝1880

15812+1880＝17,692

准看護師 合格者数 約17,000人とする。
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厚生労働省 ホームページより

参考資料3
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２．現在20歳の人口、約120万人
平成27年の出生数 約100万人

20年で約20万人減少、１年で約1万人の減少

では20年後は、このままだと出生数は約80万人と
なるし、2055年は約60万人となってしまう。
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総務省統計局ホームページ 年齢各歳別人口 より

参考資料4

総 務 省 統 計 局 ホ ー ム
ページで公開されている
平成26年 年齢各歳別人口
によると、20歳の人口は
約 1 2 0 万 人 で あ る
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参考資料5

厚生労働省 ホームページより 8



• 平成28年3月28日 厚生労働省 医療従事者
の需給に関する検討会 看護職員需給分科会
の資料で示された、社会保障・税一体改革の
試算による看護職員の必要数は、2025年に
約200万人と予想されている。

• 平成26年（2014年）の看護職員就業者数は、
約160万人であり、平成37年（2025年）まで
に約40万人の看護職員が必要となる。
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平成28年3月28日 厚生労働省 医療従事者の需給に関する検討会
看護職員需給分科会の資料 より

参考資料6-1
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参考資料6-2

平成23年6月 社会保障・税一体改革 医療・介護に係る長期推計 資料より 11



参考資料7

平成28年3月28日 厚生労働省 医療従事者の需給に関する検討会
看護職員需給分科会の資料 より 12



• 平成27年6月24日 厚生労働省が発表した
2025年に向けた介護人材にかかる需要推計
（確定値）によると、2025（平成37）年の
介護人材の需要見込みは約253万人であると
推計されている。

• 平成25年度（2013年度）の介護職員数は
171万人であり、平成37年（2025年）までに
約82万人の介護職員が必要となる。
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参考資料8

平成27年6月24日 厚生労働省 ホームページより 14



参考資料9

平成27年6月24日 厚生労働省 ホームページより15



• 2035年には2015年ごろに生まれた年代の人が
スタッフとして国家試験で誕生して、新しく
業務につくことになる。

• 女性が多いことから100万人の半分が女性と
仮定すると、50万人のうち、実に看護・介護職
員に25万人近くにならなければならない。およ
そ半分である。

• 2035年には、高齢患者はまだ2015年に比べる
とかなり増加していることを考えると、誠に恐
ろしいことで、このことが2035年構想に入れ
られてないことは不思議なことと感じる。
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人材不足をカバーする方法
1. 65歳から75歳の元気老人が虚弱老人を支援する。

すなわち元気老人を活用する。この人たちの年代は、
まだ同じ年齢者が200万人以上いる。

2. 東南アジア等の外国人スタッフにどんどん入ってもらう。

EPAに基づく看護師・介護福祉士候補者の累計受け入れ人数は
3,000名を超えている（H27年度）。

看護師 （候補者）入国者数；994名 うち国家試験合格者数；197名※

介護福祉士（候補者）入国者数；2,106名 うち国家試験合格者数；437名※

平成28年4月1日現在
就労中の看護師（候補者） 数；446名 うち国家試験合格者数；147名※

就労中の介護福祉士（候補者）数；1,491名 うち国家試験合格者数；313名※

導入に反対している人たちがいるからだろうが、現地の看護大学を卒業して、
現地の国家試験に合格して3年間で、日本で日本語の試験に挑むような超エリート
なので、もっともっとたくさん日本に入れるべきだ。
EPAは介護も看護も、10万人規模で入ってもらうべきである。
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※平成27年度合格者数を含む
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入国者数 就労中 雇用契約終了・帰国者数

うち
国家試験
合格者

うち
国家試験
合格者

うち
国家試験
合格者

イ
ン
ド

ネ
シ
ア

看護 547 94 200 52 347 42

介護 966 214 638 120 328 94

フ
ィ
リ
ピ
ン

看護 412 55 211 47 201 8

介護（就労） 848 109 577 85 271 24

介護（就学） 37 32 26 26 11 6

ベ
ト
ナ

ム

看護 35 1 35 1 0 0

介護 255 0 250 0 5 0

看護合計 994 150 446 100 548 50

介護合計（就学含む） 2,106 355 1,491 231 615 124

合計（就学含む） 3,100 505 1,937 331 1,163 174

参考資料10

※ H28年3月実施H27年度国家試験合格者数；看護47人,介護82人

経済連携協定に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者等の現状
平成28年4月1日時点（単位：人）公益社団法人 国際厚生事業団 資料より
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参考資料11

インターネットサイト
「BLOGOS」より

CBnews management
より 19



総人口
（万人）

65歳以上
75歳未満
（万人）①

75歳以上
（万人）②

65歳以上
①+②

2015年
（平成27年）

12,683
1,747

【13.8％】
1,637

【12.9％】
3,384

【26.7％】

2025年
（平成37年）

12,066
1,478

【12.2％】
2,179

【18.1％】
3,657

【30.3％】

2015年比 -617（0.95） -269（0.85） +542（1.33） +273（1.08）

2035年
（平成47年）

11,212
1,496

【13.3％】
2,245

【20.0％】
3,741

【33.4％】

2015年比 -1,471(0.88) -251（0.86） +608（1.37） +357（1.11）

総務省 平成27年9月20日
統計トピックスNo.90 統計からみた我が国の高齢者（65歳以上）より

65歳以上の高齢者人口推移【※総人口に占める割合】

参考資料12
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要介護度別認定者数の推移 参考資料13
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